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のは、党と PLA と民の間での国家目標と愛国主義の価値観の共有、党による PLA の役割についての言説と





































































 第 3に、現代中国におけるコンコーダンス形成のモダリティが、どのような中国（そして特に PLA）の対
外行動をもたらしているか、そしてそれがどのような国際安全保障上の含意をもっているかを、アフリカ、上
海協力機構（SCO）と中央アジア、東シナ海・南シナ海の３つのケースで実証し、明らかにした点が評価さ








 平成 29年 7月 20日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論
文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致で合
格と判定された。 
 
３ 結論 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（国際公共政策）の学位を受けるに十分な資
格を有するものと認める。 
